
（単位：千円）

【資産の部】 【負債の部】
固定資産 513,565 固定負債 -

有形固定資産 1,071 地方債 -
事業用資産 1,071 長期未払金 -

土地 - 退職手当引当金 -
立木竹 - 損失補償等引当金 -
建物 - その他 -
建物減価償却累計額 - 流動負債 3,780
工作物 35,280 1年内償還予定地方債 -
工作物減価償却累計額 △ 34,209 未払金 -
船舶 - 未払費用 -
船舶減価償却累計額 - 前受金 -
浮標等 - 前受収益 -
浮標等減価償却累計額 - 賞与等引当金 3,780
航空機 - 預り金 -
航空機減価償却累計額 - その他 -
その他 - 3,780
その他減価償却累計額 - 【純資産の部】
建設仮勘定 - 固定資産等形成分 520,717

インフラ資産 - 余剰分（不足分） 5,613
土地 -
建物 -
建物減価償却累計額 -
工作物 -
工作物減価償却累計額 -
その他 -
その他減価償却累計額 -
建設仮勘定 -

物品 2,008
物品減価償却累計額 △ 2,008

無形固定資産 0
ソフトウェア 0
その他 -

投資その他の資産 512,494
投資及び出資金 -

有価証券 -
出資金 -
その他 -

投資損失引当金 -
長期延滞債権 -
長期貸付金 -
基金 512,494

減債基金 -
その他 512,494

その他 -
徴収不能引当金 -

流動資産 16,545 ※

現金預金 9,394
未収金 -
短期貸付金 -
基金 7,152

財政調整基金 7,152
減債基金 -

棚卸資産 -
その他 -
徴収不能引当金 - 526,330

530,110 530,110

※ 下位項目との金額差は、単位未満の四捨五入によるものです。

貸借対照表（一般会計）
（令和２年３月３１日現在）

科目 金額 科目 金額

負債合計

純資産合計
資産合計 負債及び純資産合計



（単位：千円）

経常費用 99,314 ※

業務費用 97,920 ※

人件費 77,557
職員給与費 49,264
賞与等引当金繰入額 3,780
退職手当引当金繰入額 -
その他 24,513

物件費等 9,193 ※

物件費 7,902
維持補修費 113
減価償却費 1,135
その他 44

その他の業務費用 11,170
支払利息 -
徴収不能引当金繰入額 -
その他 11,170

移転費用 1,395
補助金等 1,370
社会保障給付 -
他会計への繰出金 -
その他 25

経常収益 1,359
使用料及び手数料 -
その他 1,359

純経常行政コスト △ 97,956 ※

臨時損失 2,782
災害復旧事業費 -
資産除売却損 -
投資損失引当金繰入額 -
損失補償等引当金繰入額 -
その他 2,782

臨時利益 -
資産売却益 -
その他 -

純行政コスト △ 100,738

※ 下位項目との金額差は、単位未満の四捨五入によるものです。

行政コスト計算書（一般会計）
自　平成３１年４月１日

至　令和２年３月３１日

科目 金額



（単位：千円）

前年度末純資産残高 541,052 517,389 23,663

純行政コスト（△） △ 100,738 △ 100,738

財源 91,504 91,504

税収等 91,504 91,504

国県等補助金 - -

本年度差額 △ 9,234 △ 9,234

固定資産等の変動（内部変動） △ 2,884 2,884

有形固定資産等の増加 - -

有形固定資産等の減少 △ 3,917 3,917

貸付金・基金等の増加 16,829 △ 16,829

貸付金・基金等の減少 △ 15,796 15,796

資産評価差額 - -

無償所管換等 - -

その他 △ 5,488 6,212 △ 11,700

本年度純資産変動額 △ 14,722 3,327 ※ △ 18,050

本年度末純資産残高 526,330 ※ 520,717 ※ 5,613

※ 下位項目との金額差は、単位未満の四捨五入によるものです。

純資産変動計算書（一般会計）
自　平成３１年４月１日

至　令和２年３月３１日

科目 合計 固定資産
等形成分

余剰分
（不足分）



（単位：千円）

【業務活動収支】
業務支出 97,983

業務費用支出 96,588
人件費支出 77,360
物件費等支出 8,058
支払利息支出 -
その他の支出 11,170

移転費用支出 1,395
補助金等支出 1,370
社会保障給付支出 -
他会計への繰出支出 -
その他の支出 25

業務収入 92,863
税収等収入 -
国県等補助金収入 -
使用料及び手数料収入 -
その他の収入 92,863

臨時支出 5,488
災害復旧事業費支出 -
その他の支出 5,488

臨時収入 -
業務活動収支 △ 10,608
【投資活動収支】

投資活動支出 16,829
公共施設等整備費支出 -
基金積立金支出 16,829
投資及び出資金支出 -
貸付金支出 -
その他の支出 -

投資活動収入 15,796
国県等補助金収入 -
基金取崩収入 15,796
貸付金元金回収収入 -
資産売却収入 -
その他の収入 -

投資活動収支 △ 1,033
【財務活動収支】

財務活動支出 -
地方債償還支出 -
その他の支出 -

財務活動収入 -
地方債発行収入 -
その他の収入 -

財務活動収支 -
△ 11,641

21,035
9,394

前年度末歳計外現金残高 -
本年度歳計外現金増減額 -
本年度末歳計外現金残高 -
本年度末現金預金残高 9,394

※ 下位項目との金額差は、単位未満の四捨五入によるものです。

前年度末資金残高
本年度末資金残高

資金収支計算書（一般会計）
自　平成３１年４月１日
至　令和２年３月３１日

科目 金額

本年度資金収支額



１．貸借対照表の内容に関する明細

（１）資産項目の明細

①有形固定資産の明細 （単位：千円）

②有形固定資産の行政目的別明細 （単位：千円）

-

 物品 - - 0 - -

- - - 1,071

- - - 0
合計 - - 1,071 - -

　　建設仮勘定 - - - - - - - -

-

　　その他 - - - - - - - - -

　　工作物 - - - - - - - -

-

　　建物 - - - - - - - - -

　　土地 - - - - - - - -

-

 インフラ資産 - - - - - - - - -

　　建設仮勘定 - - - - - - - -

-

　　その他 - - - - - - - - -

　　航空機 - - - - - - - -

-

　　浮標等 - - - - - - - - -

　　船舶 - - - - - - - -

-

　　工作物 - - 1,071 - - - - - 1,071

　　建物 - - - - - - - -

-

　　立木竹 - - - - - - - - -

　　土地 - - - - - - - -

消防・警察 総務 その他 合計

 事業用資産 - - 1,071 - -

区分
生活インフラ・

国土保全
教育 福祉 環境衛生 産業振興

- - - 1,071

0 0

合計 37,288 0 0 37,288 36,215 1,135 1,074

 物品 2,008 0 0 2,008 2,008

- -

　　建設仮勘定 - - - - - - -

　　その他 - - - - -

- -

　　工作物 - - - - - - -

　　建物 - - - - -

- -

　　土地 - - - - - - -

 インフラ資産 - - - - -

- -

　　建設仮勘定 - - - - - - -

　　その他 - - - - -

- -

　　航空機 - - - - - - -

　　浮標等 - - - - -

1,135 1,074

　　船舶 - - - - - - -

　　工作物 35,280 0 0 35,280 34,206

- -

　　建物 - - - - - - -

　　立木竹 - - - - -

 事業用資産 35,280 0 0 35,280 34,206 1,135 1,074

　  土地 - - - - - - -

附属明細書（一般会計）

区分 前年度末残高
（A）

本年度増加額
（B）

本年度減少額
（C）

本年度末残高
（A)＋（B)-（C)

（D）

本年度末
減価償却累計額

（E)
本年度償却額

（F)

差引本年度末残高
（D)－（E)

（G)



③投資及び出資金の明細

市場価格のあるもの （単位：千円）

銘柄名 株数・口数など
（A）

時価単価
（B）

貸借対照表計上額
（A）×（B)

（C)
取得単価

（D)

取得原価
（A）×（D)

（E)

評価差額
（C）－（E)

（F)

（参考）財産に関する
調書記載額

0 0 0

0 0 0

0 0 0

合計 0 0 0 0 0 0 0

市場価格のないもののうち連結対象団体（会計）に対するもの （単位：千円）

相手先名
出資金額

（貸借対照表計上額）
（A)

資産
（B)

負債
（C)

純資産額
（B）－（C)

（D)
資本金

（E)

出資割合（％）
（A）/（E)

（F)

実質価額
（D)×（F)

（G)

投資損失引当金
計上額

（H)

（参考）財産に関する
調書記載額

0 0

0 0

0 0

合計 0 0 0 0 0 - 0 0 0

市場価格のないもののうち連結対象団体（会計）以外に対するもの （単位：千円）

相手先名 出資金額
（A)

資産
（B)

負債
（C)

純資産額
（B）－（C)

（D)
資本金

（E)

出資割合（％）
（A）/（E)

（F)

実質価額
（D)×（F)

（G)
強制評価減

（H)

貸借対照表計上額
（Ａ）－（Ｈ）

（Ｉ）

（参考）財産に関する
調書記載額

0 0 0

0 0 0

0 0 0

合計 0 0 0 0 0 - 0 0 0 0

投資及び出資金はありません



④基金の明細 （単位：千円）

つがる西北五広域連合
財政調整基金

7,152 7,152 7,152

つがる西北五広域
ふるさと市町村圏基金

512,494 512,494 512,494

0

合計 519,646 0 0 0 519,646 519,646

(参考)財産に関する
調書記載額

種類 現金預金 有価証券 土地 その他
合計

(貸借対照表計上額)



⑤貸付金の明細 （単位：千円）

貸借対照表計上
額

徴収不能引当金
計上額

貸借対照表計上
額

徴収不能引当金
計上額

合計 0 0 0 0 0

地方独立行政法人

地方三公社

第三セクター等

その他の貸付金

相手先名または種別
長期貸付金 短期貸付金 （参考）

貸付金計

地方公営事業

一部事務組合・広域連合

貸付金はありません



⑥長期延滞債権の明細 （単位：千円）

相手先名または種別 貸借対照表計上額 徴収不能引当金計上額

小計 0 0

小計 0 0

合計 0 0

その他の未収金

【貸付金】

第三セクター等

その他の貸付金

【未収金】

税等未収金

長期延滞債権はありません



⑦未収金の明細 （単位：千円）

相手先名または種別 貸借対照表計上額 徴収不能引当金計上額

小計 0 0

小計 0 0

合計 0 0

その他の未収金

【貸付金】

第三セクター等

その他の貸付金

【未収金】

税等未収金

未収金はありません



（２）負債項目の明細

①地方債（借入先別）の明細 （単位：千円）

うち1年内償還予定 うち共同発行債 うち住民公募債

　　一般公共事業

　　公営住宅建設

　　災害復旧

　　教育・福祉施設

　　一般単独事業

　　その他

　　臨時財政対策債

　　減税補てん債

　　退職手当債

　　その他

合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

市場公募債 その他

【通常分】

【特別分】

種類 地方債残高 政府資金
地方公共団体

金融機構
市中銀行

その他の
金融機関

地方債はありません



②地方債（利率別）の明細 （単位：千円）

0

③地方債（返済期間別）の明細 （単位：千円）

0

④特定の契約条項が付された地方債の概要 （単位：千円）

特定の契約条項が
付された地方債残高

契約条項の概要

５年超
10年以内

10年超
15年以内

15年超
20年以内

20年超地方債残高 １年以内
１年超

２年以内
２年超

３年以内
３年超

４年以内
４年超

５年以内

3.5％超
4.0％以下

4.0％超
（参考）

加重平均
利率

地方債残高 1.5％以下
1.5％超

2.0％以下
2.0％超

2.5％以下
2.5％超

3.0％以下
3.0％超

3.5％以下

地方債はありません



⑤引当金の明細 （単位：千円）

目的使用 その他

投資損失引当金 0

徴収不能引当金 0

徴収不能引当金 0

退職手当引当金 0

損失補償等引当金 0

賞与等引当金 3,584 3,780 3,584 3,780

合計 3,584 3,780 3,584 0 3,780

固定資産

流動資産

固定負債

流動負債

区分 前年度末残高 本年度増加額
本年度減少額

本年度末残高



２．行政コスト計算書の内容に関する明細

（１）補助金等の明細

名称

つがる西北五広域連合
活動促進事業費助成金

計

非常勤職員公務災害
補償等組合負担金

研修負担金

学習交流会参加負担
金

計 193

合計 1,370

その他の補助金等

青森県市町村事務総
合組合

122

一般社団法人日本経
営協会

70

西北五精神障害者家
族連合会

1

他団体への公共施設等整備補助金等 
(所有外資産分）

支給対象団体 1,177

1,177

区分 相手先 金額 支出目的

（単位：千円）



（１）財源の明細 （単位：千円）

会計 区分 財源の内容 金額
91,504

91,504

計 0

計 0
0

91,504

国県等補助金

経常的
補助金

小計
合計

３．純資産変動計算書の内容に関する明細

税収等

運営負担金

小計

資本的
補助金



国県等補助金 地方債 税収等 その他

純行政コスト 100,738 91,504 9,234

有形固定資産等の増加 0

貸付金・基金等の増加 16,829 16,829

その他 △ 5,488 △ 5,488

合計 112,079 0 0 91,504 20,575

（２）財源情報の明細 （単位：千円）

区分 金額

内訳



４．資金収支計算書の内容に関する明細

（１）資金の明細 （単位：千円）

種類 本年度末残高

現金

要求払預金 9,394

合計 9,394



行政コスト計算書に係る行政目的別の明細 （単位：千円）

生活インフラ・
国土保全

教育 福祉 環境衛生 産業振興 消防 総務 合計

 経常費用 - - 99,314 - - - - 99,314
業務費用 - - 97,920 - - - - 97,920

人件費 - - 77,557 - - - - 77,557
職員給与費 - - 49,264 - - - - 49,264
賞与等引当金繰入額 - - 3,781 - - - - 3,781
退職手当引当金繰入額 - - - - - - - -
その他 - - 24,513 - - - - 24,513

物件費等 - - 9,193 - - - - 9,193
物件費 - - 7,902 - - - - 7,902
維持補修費 - - 113 - - - - 113
減価償却費 - - 1,135 - - - - 1,135
その他 - - 44 - - - - 44

その他の業務費用 - - 11,170 - - - - 11,170
支払利息 - - - - - - - -
徴収不能引当金繰入額 - - - - - - - -
その他 - - 11,170 - - - - 11,170

移転費用 - - 1,395 - - - - 1,395
補助金等 - - 1,370 - - - - 1,370
社会保障給付 - - - - - - - -
他会計への繰出金 - - - - - - - -
その他 - - 25 - - - - 25

 経常収益 - - 1,359 - - - - 1,359
使用料及び手数料 - - - - - - - -
その他 - - 1,359 - - - - 1,359

純経常行政コスト（△） - - △ 97,956 - - - - △ 97,956
 臨時損失 - - 2,782 - - - - -

災害復旧事業費 - - - - - - - -
資産除売却損 - - - - - - - -
投資損失引当金繰入額 - - - - - - - -
損失補償等引当金繰入額 - - - - - - - -
その他 - - 2,782 - - - - -

 臨時利益 - - - - - - - -
資産売却益 - - - - - - - -
その他 - - - - - - - -

純行政コスト（△） - - △ 100,738 - - - - △ 100,738

区分



１．重要な会計方針
有形固定資産等の評価基準及び評価方法

①　有形固定資産……………………………………取得原価
　　ただし、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおりです。
　ア　昭和59年度以前に取得したもの……………再調達原価
　　ただし、道路、河川及び水路の敷地は備忘価格１円としています。
　イ　昭和60年度以後に取得したもの
　　　取得原価が判明しているもの………………取得原価
　　　取得原価が不明なもの………………………再調達原価
　　ただし、取得原価が不明な道路、河川及び水路の敷地は備忘価格１円としています。
②　無形固定資産……………………………………取得原価
　　ただし、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおりです。
　　取得原価が判明しているもの…………………取得原価

有価証券等の評価基準及び評価方法
①　満期保有目的有価証券…………………………償却原価法（定額法）
②　満期保有目的以外の有価証券
　ア　市場価格のあるもの…………………………会計年度末における市場価格
　イ　市場価格のないもの…………………………取得原価（又は償却原価法（定額法））

有形固定資産等の減価償却の方法
①　有形固定資産（リース資産を除きます。）…………定額法
　　　なお、主な耐用年数は以下のとおりです。
　　　　工作物　　20年
　　　　物品　　　５～６年
②　無形固定資産（リース資産は除きます。）…………定額法
　　（ソフトウェアについては、当連合における見込利用期間（５年）に基づく定額法に
よっています。）
③　リース資産
　ア　所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産
　　　　……………自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法
　イ　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
　　　　……………リース期間を耐用年数とし、残存価値をゼロとする方法

引当金の計上基準及び算定方法
①　賞与等引当金
　　翌年度６月支給予定の期末手当及び勤勉手当並びにそれらに係る法定福利費相当額の
見込について、それぞれ本会計年度の期間に対応する部分を計上しています。

リース取引の処理方法
①　ファイナンス・リース取引
　　通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。
②　オペレーティング・リース取引
　　通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。

資金収支計算書における資金の範囲
　現金（手許現金及び要求払預金）及び現金同等物（つがる西北五広域連合会計事務規則
において、歳計現金等の保管方法として規定した預金等をいいます。）
　なお、現金及び現金同等物には、出納整理期間における取引により発生する資金の受払
いを含んでいます。

その他財務書類作成のための基本となる重要な事項
①　物品及びソフトウェアの計上基準
　　物品については、取得価額又は見積価格が50万円（美術品は300万円）以上の場合に
資産として計上しています。
　　ソフトウェアについても物品の取扱いに準じています。

②　資本的支出と修繕費の区分基準
　　資本的支出と修繕費の区分基準について、金額が50万円未満であるとき、又は固定資
産の取得価額等のおおむね10％未満相当額以下であるときに修繕費として計上します。

２．重要な会計方針の変更等
　　―

３．重要な後発事象
　　―

一般会計等財務書類における注記



４．偶発債務
　　―

５．追加情報
対象範囲（対象とする会計名）

　一般会計等財務書類の対象範囲は次のとおりです。
つがる西北五広域連合一般会計

一般会計等と普通会計の対象範囲等の差異

出納整理期間について、出納整理期間が設けられている旨（根拠条文を含みます。）及び出納
整理期間における現金の受払い等を終了した後の計数をもって会計年度末の計数としている旨

　地方自治法第235条の５に基づき、出納整理期間における現金の受払い等を終了した後
の計数をもって会計年度末の計数としています。

表示単位未満の金額は四捨五入することとしているが、四捨五入により合計金額
に齟齬が生じる場合は、その旨

　千円未満を四捨五入して表示しているため、合計金額が一致しない場合があります。
その他財務書類の内容を理解するために必要と認められる事項

　過年度修正等に関する事項
　　過年度の貸借対照表の計上に誤りがあったため、本年度において修正を行っていま
す。この修正により、本年度の貸借対照表において、工作物原価償却累計額が2,782千円
増加し、行政コスト計算書において臨時損失が同額計上されています。


